
マシモは、Masimo Adaptive Acoustic Technology™（AAT™）を搭載した完全ワイヤレスイヤフォン

「Denon PerL™」で、個人に最適化されたヒアラブルデバイスの市場に参入します。 

2023 年 6 月 20 日 – カリフォルニア、アーバイン – Masimo (NASDAQ: MASI) 

医療技術ソリューションと消費者向けヘルスケア機器・オーディオ機器の大手開発企業であるマシモ

は、最新のイノベーションである Masimo AAT™ (Adaptive Acoustic Technology™) をデノン製品に導

入し、プレミアムブランドであるデノンの製品ラインアップをさらに拡大します。Masimo AAT を搭載

した完全ワイヤレスイヤフォン（TWS） 「Denon PerL™」および「Denon PerL Pro™」は、ユーザ ー

が自分専用のリスニングプロファイルを作成し、ヘッドフォンの音質を最適化できるようにします。こ

れらのイヤフォンの名称は、真にパーソナルなリスニング体験を通じて、人々がこれまでの音楽を楽し

む方法を超越するという Masimo の目標を表すために選ばれました。 

マシモの創業者兼 CEO である Joe Kiani は、「1 つの音ですべてが完結する時代は終わりました」と述

べています。「PerL は、一人ひとりの耳に合った最適なサウンドを自動的に導き出します。私自身、 

PerL Pro の素晴らしさに圧倒されています。18 歳の時以来、私は音楽をこのように聴いたことがありま

せん。PerL は直感的で、快適で、人間工学に基づいています。PerL の発売により、私たちはリスニン

グ体験を超越したものにしようとしています。 この新しいパラダイムを皆様と共有できる日を待ち遠し

く思っています。」 

聴こえ方には個人差があり、それはリスニング体験に影響を与えることがあります。Denon PerL シリー

ズの 2 機種（Denon PerL Pro、Denon PerL）は、マシモ独自のテクノロジーにより、様々な音を再生

した際に内耳から発生する微弱な音響放射（OAE）を測定し、音に対する一人ひとりの反応を評価しま

す。OAE を解析して、その人の耳が各周波数に対してどの程度敏感かを調べた後に、人工知能を用いて

「Denon Headphones」アプリ内で個人のリスニングプロファイルが作成されます。この専用のプロファ

イルは、サウンドに比類のない深み、ディテール、透明度を提供します。ご自身の聴覚に合わせて完璧

http://www.masimo.com/


に調整され、デノンの鮮やかで広々とした特徴的なサウンドによって、より優れたリスニング体験を得

ることができます。 

また、Denon PerL Pro イヤホンならではの大きなメリットとして、高品位なサウンドをワイヤレスで提

供できることが挙げられます。標準的な Bluetooth®技術では、ワイヤレス伝送時に音声を圧縮・伸張

し、そこでは音声信号の損失を伴いますが、Denon PerL Pro イヤフォンでは、CD と同等の品質でのス

トリーミング体験を実現します。つまり、ユーザーは Hi-Fi なストリーミングソースを優れたオーディ

オ品質で楽しむことができます。また、PerL Pro は、コンパクトで快適なワイヤレスイヤフォンであり

ながら、オーディオ体験をさらに素晴らしいものにするサラウンドサウンド効果をお届けします。 

Denon PerL Pro と PerL の両モデルは、アクティブノイズキャンセリングと、周囲の音を聞き取ること

ができるソーシャルモードを搭載しており、周囲の音を遮断することも、取り込むことも可能です。

PerL Pro は、8 つのマイク（PerL は 4 つ）を搭載しており、より優れたノイズキャンセリングを可能に

しています。透過するノイズの量、外部の騒音の大きさ、イヤーチップの耳へのフィット感に応じてノ

イズキャンセルレベルを自動的に調整します。

Denon PerL ユーザーは、iOS および Android 向けの Denon Headphones アプリを通じて独自のプロフ

ァイルを閲覧することができます。また、イヤフォン上のタッチコントロールをカスタマイズすること

もでき、ノイズキャンセリングやソーシャルモードの切り替え、再生／一時停止、トラックスキップ、

音量変更などの操作を割り当てて、パーソナライズの旅をより一層楽しむことができます。 

Denon PerL シリーズは、日本国内においては、2023 年 7 月 1 日（土）より全国の家電量販店、オンラ

インショップ、ヘッドフォン専門店にてお求めいただけます。

@Masimo | #Masimo 

http://www.twitter.com/Masimo


デノンについて 

2020年10月1日に創立110周年を迎えたデノンは、日本初のレコード・蓄音器製造会社、および日本初の業務用録音機器製造会社を

起源とするプレミアムオーディオブランドです。世界初のデジタルPCMレコーダーを実用化するなど、革新的な技術力と開発力は、

世界中から高い評価を得ています。2001年からはその呼称を「デンオン」から「デノン」に統一し、グローバルブランドとしてさ

らにその活躍の場を広げています。 

https://www.denon.jp/ja-jp 

マシモについて

マシモ（NASDAQ：MASI）は、革新的な測定、センサ、患者モニタ、自動化・接続ソリューションなど、業界をリードする幅広いモニタ

リング技術を開発・生産するグローバルな医療技術企業です。また、マシモ・コンシューマー・オーディオは、Bowers & Wilkins、

Denon、Marantz、Polk Audioなど、8つの伝説的なオーディオブランドを擁しています。同社の使命は、生活の向上、患者の回復促進、そ

して医療費の削減です。 1995年に発売されたMasimo SET®Measure-through Motion and Low Perfusion™パルスオキシメトリは、100を超

える独立した客観的な研究により、他のパルスオキシメトリ技術よりも優れていることが示されています。1Masimo SET®は、臨床医が新

生児の重症未熟児網膜症を軽減し、2新生児のCCHDスクリーニング改善にも役立つことが示されており、3 また、手術後の病棟でMasimo 

Patient SafetyNet™による連続モニタリングに使用することで、迅速対応チームの発動、ICUへの移動、コストの削減を実現します。4-7 

Masimo SET®は、世界中の主要な病院やその他の医療現場で、2億人以上の患者に使用されていると推定されており、82022-23年のUSニュ

ーズ&ワールド・レポート誌の「Best Hospital Honor Roll」のトップ10にランクインしている10病院のうち9病院でプライマリー技術とし

て採用されています。92005年、マシモはrainbow®パルスCOオキシメトリ技術を導入し、これまで侵襲的にしか測定できなかった血液成分

（全ヘモグロビン（SpHb®）、酸素含有量（SpOC™）、カルボキシヘモグロビン（SpCO®）、メトヘモグロビン（SpMet®), Pleth 

Variability Index (PVi®）、RPVi™（rainbow®PVi）、酸素予備能指標（ORi™）を非侵襲的かつ連続的にモニタリングすることを可能にし

ました。2013年、マシモはRoot®患者モニタリングおよび接続プラットフォームを導入しました。これは、マシモおよびサードパーティ製

の他のモニタリング技術を容易に追加できるよう、可能な限り柔軟性を備え拡張できるようゼロから構築されています。マシモが追加した

主な技術には、次世代型SedLine®脳機能モニタ、O3®局所オキシメトリ、ISA™カプノグラフィ（NomoLine®サンプリングライン搭載）な

どがあります。連続スポットチェックモニタリングを行うマシモのPulse CO-Oximeters®シリーズには、さまざまな臨床・非臨床シナリオ

で使用するために設計されたデバイスが含まれており、Radius-7®、Radius PPG®、Radius VSM™などのテザーレスなウェアラブル技術

や、Rad-67®のようなポータブルデバイス、MightySa®Rxのような指先パルスオキシメーター、Rad-97®のような病院でも家庭でも使用で

きるデバイスがあります。マシモの病院と家庭の自動化・接続ソリューションは、Masimo Hospital Automation™ プラットフォームを中心

に展開されており、Iris®Gateway、iSirona™、Patient SafetyNet、Replica®、Halo ION®、UniView®UniView :60™、Masimo SafetyNet®が

含まれます。また、Radius Tº®やMasimo W1™ウォッチなど、健康・ウェルネスソリューションのポートフォリオを拡大しています。マシ

モとその製品に関するその他の情報は、ウェブサイトwww.masimo.comを参照してください。Masimo製品に関する公開された臨床研究

は、以下のウェブサイトでご覧いただけます。臨床研究の詳細については、www.masimo.com/evidence/featured-studies/feature/をご覧く

ださい。

ORiおよびRPViはFDA 510(k)認可を受けておらず、米国では販売されていません。Patient SafetyNetという商標の使用は、University 

HealthSystem Consortiumのライセンスに基づくものです。
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将来の見通しに関する記述 

本プレスリリースは、1995年の米国私募証券訴訟改革法に関連して、1933年の証券法第27A条および1934年の証券取引所法第21E条で規定

される将来の見通しに関する記述を含みます。これらの将来の見通しに関する記述には特に、マシモのモニタリング技術、モニタ、自動化

および接続ソリューションの潜在的な有効性に関する記述と、CHSによる複数マシモ技術の利用拡大に関する記述が含まれます。これらの

将来の見通しに関する記述は、当社に影響を与える将来の出来事に関する現時点での予測に基づいており、リスクと不確実性の影響を受け

ます。これらのリスクと不確実性は全て予測が困難であり、その多くは当社の制御下にないため、さまざまなリスク要因によって当社の実

際の結果が将来の見通しに関する記述で予測されたものと重大かつ不利な形で異なる可能性があります。リスク要因には、臨床結果の再現

性に関する当社の仮定に関連したリスク、マシモのモニタリング技術、モニタ、自動化・接続ソリューションなどマシモ独自の非侵襲測定

技術が良好な臨床結果および患者の安全に貢献するという当社の信念に関するリスク、マシモによる非侵襲医学の進歩が費用対効果の高い

ソリューションと独自の利点をもたらすという当社の信念に関するリスク、CHSがマシモ技術で期待される利益を得ることができない、も

しくは本プレスリリースに記載された計画に沿ってマシモ技術を導入することができないリスク、新型コロナウイルス感染症に関するリス

ク、その他SECのウェブサイトwww.sec.govから無料で入手できる、当社が証券取引委員会（「SEC」）に提出した最新報告書の「リスク

要因」セクションに記載されている要因などを含みますが、これらに限定されません。当社は将来の見通しに関する記述に反映された予想

が妥当であると考えますが、当社の予想が正しいかどうかを関知しません。本プレスリリース内の将来の見通しに関する記述は全て、前述

の注意書きによって明示的に制限されています。現時点についてのみ書かれているこれらの将来の見通しに関する記述に、過度の信頼を置

かないようご注意ください。当社は、適用される証券法に基づき必要な場合を除き、新たな情報、将来の出来事、またはその他の結果にか

かわらず、これらの記述、またはSECに提出した最新の報告書に含まれる「リスク要因」を更新、修正または明確化する義務を一切負いま

せん。

本記者発表文の公式バージョンはオリジナル言語版です。翻訳言語版は、読者の便宜を図る目的で提供されたものであり、法的効力を持ち

ません。翻訳言語版を資料としてご利用になる際には、法的効力を有する唯一のバージョンであるオリジナル言語版と照らし合わせて頂く

ようお願い致します。

本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

株式会社 ディーアンドエムホールディングス 国内営業本部 

お問合せフォーム 

https://req.qubo.jp/soundunited/form/PRinquiries 

https://req.qubo.jp/soundunited/form/PRinquiries

